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【前回の関数の利用の解説】 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＴＥＳＴＳＩＮ 
〔       〕←PARAMETER文で PAIを定義 
△△△△△△ＲＥＡＬ Ａ，ＴＳＩＮ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）’Ｉｎｐｕｔ ＡＮＧＬＥ（Ｄｅｇｒｅｅ）：’ 
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）Ａ 
〔       〕←ＳＩＮの計算式 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）’ＳＩＮ（’，Ａ，’）＝’，ＴＳＩＮ 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
【繰り返し文を使って表を作成する】 
(1) Infoの下に 030604というディレクトリを作る． 
(2) 繰り返し(DO文)を使った，１から１０の整数に対して，その整数の３倍の値を表示する，下記のプ
ログラム(kurikaeshi.f)を作成し，コンパイルして実行しなさい 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＫＵＲＩＫＡＥＳＨＩ 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ Ｌ，Ｍ 
〔        〕←ＤＯ文 
△△△△△△Ｌ＝３＊Ｍ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）Ｍ，Ｌ 
〔        〕←ＣＯＮＴＩＮＵＥ文 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
(3) プログラムの改良 

(ア) １から２０までの数字に対して実行する．(DO文の終値の変更) 
〔        〕 
(イ) 奇数だけに対して表示する．(DO文の増分値の変更) 
〔        〕 
(ウ) 偶数だけに対して表示する．(DO文の始値の変更) 
〔        〕 
 

(4) ＦＯＲＭＡＴ文を使って整数の桁を 7桁できれいにそろえる． 
〔        〕 
〔        〕 
 
(5) 角度が０から９０度（１０度おき）に対して，SIN，COS関数の値を求める表をつくる． 
〔        〕 
〔        〕 
 



【繰り返し文を使って合計と平均を求める】 
(1) kurikaeshi.fを gouhei.fという名前でコピーする． 
(2) ４個の数字を入力して，合計と平均を求める gouhei.fプログラムを作る． 
△△△△△△ＰＲＯＧＲＡＭ△ＧＯＵＨＥＩ ←プログラム名を変更 
△△△△△△ＩＮＴＥＧＥＲ△Ｉ 
△△△△△△ＲＥＡＬ Ａ，ＧＯＵＫＥＩ，ＨＥＩＫＩＮ 
〔        〕←ＧＯＵＫＥＩの初期化 
△△△△△△ＤＯ△１０△Ｉ＝１，４ 
△△△△△△ＲＥＡＤ（＊，＊）Ａ 
〔        〕←ＧＯＵＫＥＩの数式 
△△１０△△ＣＯＮＴＩＮＵＥ 
△△△△△△ＨＥＩＫＩＮ＝ＧＯＵＫＥＩ／４ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）’ＧＯＵＫＥＩ＝’，ＧＯＵＫＥＩ 
△△△△△△ＷＲＩＴＥ（＊，＊）’ＨＥＩＫＩＮ＝’，ＨＥＩＫＩＮ 
△△△△△△ＳＴＯＰ 
△△△△△△ＥＮＤ 
 
(3) プログラムの改良 

(ア) 合計および平均をする入力の数をプログラム実行時に指定できるように変更する． 
〔        〕←INTEGERで Nも宣言 
〔        〕←Ｎを入力する 
〔        〕←DO文の終値はＮ 
〔        〕←平均計算の分母はＮ 

 
(4) ＦＯＲＭＡＴ文を使って出力をきれいにする 
(5) 下記の READ制御方式を使って，入力の数を制御できるようにする 

READ(*,*,END=20)X 
・流れの制御で何回もこの READ文を実行し，入力がなくなったら文番号 20番にジャンプする 
設定ができる． 
・入力がなくなったことの検知は Unixの場合 Ctrl-Dである 
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フローチャートをメモすること 


